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表
紙
の
写
真

「
丹
羽
郡
和
田
勝
佐
村
大
脇
家
文
書
」

　

本
史
料
群
は
、
県
民
の
方
か
ら
本
館

に
寄
託
さ
れ
た
村
方
文
書
で
す
。
主
に

江
戸
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
多
種

多
様
な
二
千
二
百
四
点
を
保
管
し
て
い

ま
す
。

　

和
田
勝
佐
村
（
現
江
南
市
）
は
、
村

高
四
百
八
十
石
四
斗
で
、
成
瀬
隼
人

正
（
犬
山
藩
主
）
の
給
知
で
し
た
（「
寛

文
村
々
覚
書
」）。
も
と
も
と
和
田
・
勝

佐
の
二
ヶ
村
か
ら
一
村
と
な
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
和
田
・
勝
佐
そ
れ
ぞ
れ

に
庄
屋
が
置
か
れ
、
村
を
運
営
し
て
い

ま
し
た
。

　

大
脇
家
は
、
和
田
組
庄
屋
を
務
め
て

お
り
、文
化
七
年（
一
八
一
〇
）に
和
田
・

勝
佐
両
組
の
庄
屋
を
兼
帯
す
る
よ
う
に

命
じ
ら
れ
、
明
治
初
期
に
か
け
て
庄
屋

を
務
め
る
一
方
で
質
屋
業
も
営
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、井
筋（
水
路
ト
ン
ネ
ル
）

惣
代
も
務
め
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
大
脇
家
文
書
に
は
、「
年
々

増
長
掟
米
覚
帳
」
や
「
質
物
台
帳
」
と

い
っ
た
家
の
経
営
帳
簿
や
、
般
若
井
筋

に
関
す
る
文
書
が
多
数
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
村
人
が
遠
出
を
す

る
際
に
、
戸
長
役
場
へ
提
出
し
た
旅
行

届
や
、
村
の
金
銭
出
納
を
記
し
た
村
費

帳
、
学
校
教
育
関
係
史
料
等
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、
明
治
初
期
と

い
う
過
渡
期
に
置
か
れ
た
村
と
、
そ
こ

に
暮
ら
す
村
人
達
の
生
活
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
早
水
久
美
子
）

県の花　カキツバタ

　

年
に
一
度
の
企
画
展
は
、
職
員
総
出
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
公
文
書
館
の
資

料
を
広
く
世
に
紹
介
す
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
本
年
度
は
、「
探
訪
・
明
治
の
村
―
資

料
で
探
る
村
の
す
が
た
―
」を
テ
ー
マ
に
、

九
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
二
十
六
日
ま

で
、
本
館
展
示
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

企
画
展
の
下
準
備
か
ら
開
催
に
至
る
道

の
り
を
御
紹
介
し
ま
す
。

◆
第
一
幕
「
テ
ー
マ
設
定
」

　

最
も
悩
み
、
時
間
を
割
い
た
の
が
こ
の

部
分
で
す
。な
る
べ
く
多
く
の
人
の
興
味
・

関
心
を
引
く
よ
う
な
題
材
に
固
執
し
て
し

ま
い
、
所
蔵
資
料
と
テ
ー
マ
と
が
な
か
な

か
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
テ
ー
マ
に

先
走
る
の
を
改
め
、
書
庫
に
こ
も
り
ひ
た

す
ら
資
料
を
探
し
つ
つ
、
テ
ー
マ
を
検
討

す
る
と
い
う
作
業
を
何
度
も
繰
り
返
し
ま

し
た
。
テ
ー
マ
設
定
の
難
し
さ
を
切
に
実

感
し
ま
し
た
。

◆
第
二
幕
「
シ
ナ
リ
オ
・
解
説
書
作
成
」

　

次
に
、
展
示
の
流
れ
（
シ
ナ
リ
オ
）
作

り
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
企
画
展
が
成

功
す
る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
の

出
来
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

テ
ー
マ
を
基
に
内
容
を
大
き
く
三
段
構

成
（
当
時
の
地
方
制
度
、村
の
社
会
生
活
、

村
の
地
理
）
と
し
、
さ
ら
に
細
か
く
項
目

立
て
を
し
な
が
ら
、
各
項
目
で
展
示
す
る

資
料
を
確
定
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
際

に
重
要
に
な
る
の
は
、
一
つ
一
つ
の
資
料

の
大
き
さ
や
状
態
で
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
、

資
料
の
配
置
や
見
せ
方
が
変
わ
っ
て
く
る

た
め
で
す
。
ま
た
、
項
目
に
よ
っ
て
は
展

示
で
き
る
資
料
が
な
く
、
手
作
り
し
た
パ

ネ
ル
等
で
補
い
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ナ
リ
オ
を
骨
組
み
に
し
て
、
解

説
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
解
説
書
は
、
展

示
資
料
の
詳
し
い
説
明
と
紹
介
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
が
、
時
代
背
景
の
説
明
に
偏

り
が
ち
で
、何
度
も
推
敲
を
重
ね
ま
し
た
。

◆
第
三
幕
「
広
報
活
動
」

　

今
年
は
企
画
展
の
会
期
中
に
、
古
文
書

講
座
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
皆

様
に
よ
り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

図
書
館
や
博
物
館
等
の
県
内
機
関
へ
ポ
ス

タ
ー
・
ち
ら
し
を
配
布
し
、
テ
レ
ビ
の
広

報
番
組
や
庁
内
放
送
で
、
例
年
よ
り
積
極

的
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

◆
第
四
幕
「
展
示
作
業
」

　

こ
こ
か
ら
は
暑
さ
と
体
力
と
の
勝
負
で

す
。
ガ
ラ
ス
内
側
の
閉
鎖
さ
れ
た
展
示
ス

ペ
ー
ス
は
、
立
っ
て
い
る
だ
け
で
も
あ
っ

と
い
う
間
に
汗
だ
く
に
な
り
ま
す
。木
槌
、

ピ
ン
、
メ
ジ
ャ
ー
等
の
道
具
一
式
を
片
手

に
、
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

（
一
）「
明
治
初
期
の
地
方
制
度
と
村
」

で
は
、
愛
知
県
布
達
原
本
や
太
政
類
典
等

を
用
い
て
、
当
時
の
様
々
な
地
方
制
度
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
今
回
の
目
玉
資
料
の
一
つ
で
あ

る「
三
河
絵
図（
元
豊
橋
県
管
轄
地
絵
図
）」

は
、
今
回
展
示
さ
れ
た
資
料
の
中
で
最
も

大
き
く
、
壁
面
へ
の
展
示
作
業
は
苦
労
し

ま
し
た
。
ま
た
、
約
二
ヶ
月
間
も
の
長
期

に
わ
た
り
展
示
さ
れ
る
の
で
、
絵
図
に
か

か
る
負
担
が
最
小
限
に
な
る
よ
う
、
試
行

錯
誤
し
ま
し
た
。

（
二
）「
村
の
社
会
生
活
」
で
は
、
主
に

大
脇
家
文
書
を
用
い
て
当
時
の
人
々
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。
解
読
が
困

難
な
文
書
が
何
点
か
あ
り
大
変
悩
み
ま
し

た
。

（
三
）「
今
に
残
る
明
治
の
村
」
で
は
、

現
在
で
は
直
接
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

地
籍
図
の
原
本
を
展
示
し
ま
し
た
。
地
籍

図
は
、
来
館
者
に
よ
る
利
用
頻
度
が
極
め

て
高
い
資
料
で
す
。
今
一
度
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
棚
田
と
島
畑
の
様
子

を
地
籍
図
と
現
在
の
写
真
と
で
比
較
し
ま

し
た
。

◆
今
後
の
課
題

　

公
文
書
館
の
存
在
は
、
ま
だ
広
く
知
ら

れ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
価
値
の
あ

る
公
文
書
や
古
文
書
等
の
資
料
が
、
利
用

さ
れ
る
機
会
を
失
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。
積
極
的
に
情
報

を
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
公
文
書
館
の
存
在
意

義
を
ま
す
ま
す
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

企
画
展
の
舞
台
裏
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本
館
は
、秋
里
湘
夕
の
『
信
長
記
拾
遺
』

〈
の
ぶ
な
が
き
し
ゅ
う
い
〉（
安
永
五
年
・

一
七
七
六
刊
）
十
巻
五
冊
の
写
本
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

　

写
本
の
表
紙
に
は
、
東
加
茂
郡
教
育
会

の
分
類
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
表
紙
見
返
し
に
は
朱
の
印
影
で
「
東

加
茂
／
郡
有
財
／
産
之
章
」
と
押
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
書
は
縦
二
十
六･

七
㎝
、
横

十
八
・
九
㎝
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
紙
料

は
巻
第
一
・
二
が
三
十
一
丁
、
巻
第
三
・
四

が
三
十
七
丁
、
巻
第
五
・
六
が
四
十
二
丁
、

巻
第
七
・
八
が
三
十
八
丁
、
巻
第
九
・
十
が

二
十
四
丁
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
題
箋
の
外

題
に
は
墨
書
で
「
信
長
記
拾
遺
」
と
あ
り
、

奥
付
に
は
朱
の
印
影
で
「
和
漢
洋
書
籍
類

／
並
古
本
賣
買
所
／
高
知
市
本
町
一
丁
目

北
東
角
／
開
成
舎
第
一
支
店
」
が
捺
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
元
は
古
本

屋
で
売
ら
れ
て
い
た
も
の
を
購
入
し
、
そ

の
後
、
東
加
茂
郡
役
所
の
所
有
と
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
書
の
最
終
冊
の
後
表
紙
見
返

し
に
は
「
于
時
文
政
十
二
己
丑
十
二
月
下

旬　

岳
直
清
七
十
七
齢
写
之
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）、

岳
直
清
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
、
書
写

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

右
の
写
真
は
、『
信
長
記
拾
遺
』
巻
第
一

「
従
二 

織
田
家
一 

所
二 ‒  
望
御
堂
境
内
一ヲ 

事
」

の
冒
頭
部
分
で
す
。
織
田
信
長
は
、
西
国

を
抑
え
る
上
で
、
大
坂
本
願
寺
が
必
要
で

し
た
。
当
初
、
信
長
の
戦
費
に
協
力
し
て

い
た
大
坂
本
願
寺
で
し
た
が
、
境
内
の
明

け
渡
し
に
は
応
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
信
長
と
大
坂
本
願
寺
と
の
間

で
十
一
年
に
も
及
ぶ
戦
争
が
始
ま
っ
て
い

き
ま
す
。

　

さ
て
、
尾
張
国
の
守
護
大
名
か
ら
出
発

し
た
信
長
は
、
足
利
義
昭
を
将
軍
に
擁
立

す
る
名
目
で
上
洛
し
ま
し
た
。
そ
の
信
長

が
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
か
ら
天
正

八
年
（
一
五
八
〇
）
の
足
か
け
十
一
年
に

わ
た
り
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

が
、
大
坂
本
願
寺
を
中
心
と
す
る
一
向
一

揆
及
び
諸
大
名
の
連
合
で
あ
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
石
山
合
戦
」
や
、「
石
山
戦
争
」

と
呼
ば
れ
る
十
一
年
戦
争
で
す
。
本
館
が

所
蔵
す
る
『
信
長
記
拾
遺
』
は
、
こ
の
石

山
戦
争
を
中
心
に
描
か
れ
た
歴
史
的
叙
述

に
な
り
ま
す
。

　

太
田
牛
一
『
信
長
公
記
』
や
小
瀬
甫
庵

『
信
長
記
』
は
、
信
長
の
一
代
記
と
し
て

有
名
で
す
が
、『
信
長
記
拾
遺
』
は
、
大

坂
本
願
寺
の
視
座
か
ら
著
さ
れ
た
「
石
山

戦
争
記
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、『
信
長
記
拾
遺
』
巻
第
一
が
、「
大

坂
御
堂
草
創
之
事
」
か
ら
始
ま
り
、
巻
第

十
が
、「
於
洛
陽
両
御
堂
御
建
立
事
」
で

終
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
く
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
著
者
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま

す
。著
者
の
秋
里
湘
夕（
生
没
年
未
詳
）は
、

京
都
の
読
み
本
作
家
で
、
俳
人
で
し
た
。

挿
絵
を
取
り
入
れ
た
『
都
名
所
図
会
』（
安

永
九
年
・
一
七
八
〇
刊
）
な
ど
の
多
く
の

名
所
図
会
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ま
た
軍
記

物
語
と
し
て
『
源
平
盛
衰
記
図
会
』
を
刊

行
し
て
い
ま
す
。
挿
絵
は
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、『
信
長
記
拾
遺
』
は
秋

里
の
処
女
作
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

次
に
、
本
書
の
性
格
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
ま
す
。『
信
長
記
拾
遺
』
の
序
に
は
、

「
一
隠
士
、
家
々
之
伝
記
ヲ
考
、
前
史
之

脱
漏
ヲ
補
テ
、
輯
集
シ
テ
帳
ヲ
成
シ
、
名

ケ
テ
信
長
記
拾
遺
ト
曰
。」
と
あ
り
、
前

史
の
脱
漏
を
輯
集
す
る
と
い
う
動
機
か
ら

著
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
巻
第
一
・
二
は
、
大
坂
本
願
寺

の
成
立
か
ら
信
長
の
境
内
明
け
渡
し
要
求

を
拒
否
す
る
過
程
が
中
心
で
す
。巻
第
三
・

四
は
、
大
坂
本
願
寺
と
信
長
と
の
十
一
年

に
わ
た
る
戦
い
の
序
曲
を
描
い
て
い
ま

す
。
信
長
の
要
求
を
拒
否
し
た
大
坂
本
願

寺
に
、
信
長
と
の
戦
に
備
え
て
諸
国
か
ら

末
派
寺
院
、
門
徒
集
団
が
結
集
し
ま
す
。

巻
第
五
・
六
及
び
巻
第
七
・
八
は
、
長
島
合

戦
、越
前
一
揆
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

巻
第
九
・
十
は
、
大
坂
本
願
寺
と
信
長
と

の
和
睦
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
大
坂
本
願

寺
は
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）、
木
津

川
海
戦
で
の
毛
利
・
村
上
両
水
軍
敗
北
に

よ
っ
て
、
大
阪
湾
付
近
の
制
海
権
を
喪
失

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
大
坂
本
願

寺
は
、
信
長
と
の
講
和
へ
と
転
換
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
後
、
大
坂
本
願
寺
は
破
壊

さ
れ
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
京
都
に
新

し
く
東
西
両
本
願
寺
が
建
立
さ
れ
る
過
程

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

原
本
は
保
存
の
観
点
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
で
の
閲
覧
と
な
り
ま
す
。

請
求
番
号
「
Ｅ
十
七
―
二
十
七
」
で
す
。

ま
た
、
小
瀬
甫
庵
『
信
長
記
』
整
版
十
五

巻
七
冊
（
欠
八
〜
十
一
巻
）
も
所
蔵
（
請

求
記
号
Ｅ
十
七
―
二
十
六
）し
て
い
ま
す
。

　

一
度
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
歴
史
書

を
通
し
て
、
江
戸
時
代
の
歴
史
像
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

（
石
黒
智
教
）

資
料
紹
介

『
信
長
記
拾
遺
』

信長記拾遺

信長記拾遺本文
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昭
和
五
十
六
年
に
我
が
国
で
第
一
号
の

写
真
週
刊
誌
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
六
十
一
年
に
か

け
て
の
最
盛
期
に
は
五
誌
が
発
行
さ
れ
、

一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。「
フ

ラ
イ
デ
ー
さ
れ
た
」
と
い
う
流
行
語
も
生

ま
れ
た
ほ
ど
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
写
真
週
刊
誌
の
原
型
が
、

明
治
時
代
に
あ
っ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
は
御

存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
錦
絵
新
聞

と
い
い
ま
す
。
当
時
の
新
聞
は
、
主
に
知

識
層
を
対
象
と
し
て
お
り
、
絵
も
な
く
、

振
り
仮
名
も
な
い
、
一
般
大
衆
に
は
非
常

に
と
っ
つ
き
に
く
い
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
大
衆
向
け
に
作
ら
れ
た
の
が

こ
の
錦
絵
新
聞
で
し
た
。
事
故
、
犯
罪
、

芸
能
、
ゴ
シ
ッ
プ
な
ど
の
三
面
記
事
的
内

容
を
題
材
に
錦
絵
（
多
色
刷
り
版
画
の
浮

世
絵
）
を
描
き
、
振
り
仮
名
付
き
の
説
明

文
を
加
え
た
も
の
で
、
当
時
勃
発
し
た
西

南
戦
争
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
七
年
に
第
一
号
で
あ
る
東
京
日
日

新
聞
（
錦
絵
版
）
が
発
行
さ
れ
た
後
、
そ

の
ス
タ
イ
ル
の
目
新
し
さ
か
ら
一
気
に
全

国
的
な
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
ピ
ー
ク

時
に
は
こ
こ
名
古
屋
を
始
め
、
新
潟
、
金

沢
、
津
、
大
阪
、
京
都
、
高
知
、
鹿
児
島

等
で
四
十
種
類
も
の
錦
絵
新
聞
が
発
刊
さ

れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

我
が
公
文
書
館
で
も
錦
絵
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
十
八
点
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
内

容
を
一
部
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

漁
師
が
航
海
中
に
、
腸
が
三
尺
（
約

九
十
セ
ン
チ
）
も
飛
び
出
す
大
怪
我
を

し
た
と
い
う
事
故
（
大
阪
日
日
新
聞
第

二
十
二
号
）
や
、
蛇
に
飲
み
込
ま
れ
そ
う

に
な
っ
た
我
が
子
を
救
っ
た
父
親
の
話

（
東
京
日
日
新
聞
九
〇
二
号
）。

　

市
川
団
十
郎
が
吉
備
大
臣（
奈
良
時
代

の
学
者
・
政
治
家
）に
扮
す
る
歌
舞
伎
の

Ｐ
Ｒ（
東
京
日
々
新
聞
第
九
一
七
号
）や
上

方
の
歌
舞
伎
役
者
、
中
村
宗
十
郎
を
賞
賛

し
た
も
の（
大
阪
錦
画
新
聞
第
十
一
号
）。

　

ま
た
、
西
南
戦
争
に
関
し
て
は
、
政
府

軍
が
西
郷
軍
が
た
て
こ
も
る
城
山
を
攻
撃

し
た
際
の
模
様
を
伝
え
た
も
の
（
鹿
児
島

電
報
）
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
鮮
や
か
な

錦
絵
が
当
時
の
光
景
を
蘇
ら
せ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
名
古
屋
市
在
住
の
古
文
書

蒐
集
家
、
故
湯
浅
四
郎
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。
本
館
は
昨
年
二
月
、
こ
れ

ら
を
題
材
に
「
愛
知
の
新
聞
史
」
と
し
て

ミ
ニ
企
画
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
二
・
三
月
の
新
収
蔵
資
料

展
で
も
展
示
す
る
予
定
で
す
か
ら
、
前
回

見
逃
し
た
方
は
、ぜ
ひ
御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
こ
の
錦
絵
新
聞
ブ
ー
ム
は
短
命

に
終
わ
り
ま
す
。
小
新
聞（
こ
し
ん
ぶ
ん
）

の
発
行
と
と
も
に
明
治
十
四
年
に
は
そ
の

姿
を
消
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
新
聞
は
、
明
治
八
年
に
第
一
号
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
事
件
の
報
道
を
主
体
と

し
、
文
章
は
平
易
で
ル
ビ
付
き
と
、
読
み

や
す
さ
を
重
視
し
た
も
の
で
、
現
在
の
新

聞
の
原
型
で
す
。
単
色
刷
り
の
挿
絵
も
あ

り
、
錦
絵
新
聞
と
比
べ
速
報
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
ま
た
た
く
間
に
社
会
に
浸
透
し

ま
し
た
。

　

昭
和
の
写
真
週
刊
誌
の
ブ
ー
ム
も
長
く

は
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
既
存
の
週
刊
誌

が
同
様
の
手
法
を
用
い
た
こ
と
や
そ
の
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
人
々
が
飽
き
て

き
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

明
治
の
錦
絵
新
聞
と
昭
和
の
写
真
週
刊

誌
。〝
歴
史
は
繰
り
返
す
〞

大
阪
錦
画
新
聞
第
十
一
号

明
治
の
写
真
週
刊
誌

県の鳥　コノハズク

館
長
随
想

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
か
ら

　

本
館
に
は
明
治
十
七
年（
一
八
八
四

年
）
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
・
地
籍

帳
が
あ
り
、お
お
ぜ
い
の
県
民
の
方
々

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
詳
し
く
は

「
公
文
書
館
だ
よ
り
第
五
号
」
を
御
覧

く
だ
さ
い
）。
そ
の
目
的
に
は
研
究
や

趣
味
も
あ
り
ま
す
が
、
官
公
庁
や
測

量
事
務
所
の
業
務
用
が
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
。
法
務
局
の
地
図
（
公
図

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）
等
の
訂
正
を

依
頼
す
る
際
の
参
考
資
料
に
な
る
と

の
こ
と
で
す
。
公
の
地
籍
図
が
あ
ま

り
存
在
し
て
い
な
い
の
が
そ
の
大
き

な
理
由
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
最
も

多
く
利
用
さ
れ
る
の
は
土
地
の
測
量

の
参
考
資
料
に
す
る
た
め
で
す
。
地

籍
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
官
有
地
の

道
路
（
赤
色
に
着
色
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
通
称
赤
道
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）

や
溝
渠
（
青
色
で
す
の
で
青
線
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
）
の
位
置
や
幅
が
特

に
参
考
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
尺

貫
法
で
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

況
が
ど
う
で
あ
れ
赤
道
、
青
線
に
関

す
る
調
査
の
第
一
級
の
資
料
で
あ
る

と
言
わ
れ
、
目
的
の
資
料
が
見
つ
か

り
ま
す
と
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
二
〇
年
前
の
地

籍
図
が
現
在
の
業
務
に
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
こ
と
は
、
本
館
に
と
っ
て

も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
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「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」

が
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
に
公
布
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
初
め
て
法
令
レ

ベ
ル
で
現
用
文
書
、
非
現
用
文
書
の
統
一

的
管
理
ル
ー
ル
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
法
律
の
施
行
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月

一
日
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
公
文
書
等
の

よ
り
適
正
な
管
理
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
法
律
の
中
の
歴
史

公
文
書
等
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
、
従
来

の
制
度
と
の
主
な
違
い
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
レ
コ
ー
ド
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

制
度
の
導
入
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
保
存

期
間
満
了
時
に
移
管
か
廃
棄
か
を
決
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
で
き
る
限
り
早

い
時
期
に
決
定
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
移
管
」
と
さ
れ
た
行
政

文
書
に
つ
い
て
は
、
協
議
を
経
る
こ
と
な

く
自
動
的
に
国
立
公
文
書
館
等
へ
移
管
さ

れ
ま
す
。

　

次
に
、
移
管
さ
れ
た
歴
史
公
文
書
等
に

つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
ら
れ
た
事
項
が

記
載
さ
れ
た
目
録
の
作
成
と
そ
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
従
来
は
、
一
般

の
閲
覧
に
供
す
れ
ば
足
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
表

等
が
求
め
ら
れ
、
利
用
請
求
は
こ
の
目
録

の
記
載
に
従
い
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

さ
て
、
利
用
請
求
に
つ
い
て
は
、
権
利

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
利
用
が
拒
否
さ
れ
た

場
合
に
は
不
服
申
立
、
抗
告
訴
訟
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
更
に
、
利
用
請
求
は
行
政

手
続
法
の
「
申
請
」
に
あ
た
る
た
め
、
審

査
基
準
や
標
準
処
理
期
間
の
作
成
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
一
方
、
利
用
を
制
限
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
情
報
と
し
て
「
個
人
に
関

す
る
情
報
」、「
法
人
等
に
関
す
る
情
報
」、

「
防
衛
外
交
情
報
」
な
ど
、
よ
り
詳
細
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
現
在
認
め
ら
れ
て
い
る
保
存

期
間
満
了
前
の
例
外
的
廃
棄
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
、
非
現
用
文
書
に
つ
い
て
も
個

人
情
報
漏
え
い
防
止
措
置
の
義
務
づ
け
な

ど
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
「
レ
コ
ー
ド
・
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」
や
「
歴
史
公
文
書
等
の
利
用

請
求
権
」
な
ど
に
つ
い
て
は
多
く
の
自
治

体
に
先
駆
け
て
国
で
導
入
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、こ
の
法
律
で
は
、

地
方
公
共
団
体
は
、
法
律
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
か
ら
政
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
の

内
容
を
踏
ま
え
、

新
た
な
公
文
書
館

制
度
を
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
館
の
所
蔵
資
料
の
中
に
、
昭
和

四
十
八
年
度
、昭
和
五
十
〜
五
十
二
年
度
、

昭
和
五
十
七
・
五
十
八
年
度
に
撮
影
さ
れ

た
航
空
写
真
が
あ
り
ま
す
。
航
空
写
真
と

は
、
一
般
に
、
航
空
機
か
ら
地
上
を
撮
影

し
た
写
真
の
こ
と
で
、
空
中
写
真
と
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
館
の

も
の
は
、
撮
影
時
か
ら
は
か
な
り
の

年
月
が
経
過
し
て
お
り
、
特
定
地

域
の
当
時
の
建
物
や
地
形
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
貴

重
な
歴
史
的
資
料
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
、
撮
影
年
度
や
地

域
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
所

蔵
航
空
写
真
だ
け
で
は
、「
県
庁

周
辺
の
現
在
の
様
子
を
知
り
た

い
」、「
終
戦
直
後
の
自
宅
周
辺

の
状
況
を
確
認
し
た
い
」
等
の
、

本
館
を
利
用
さ
れ
る
方
々
か
ら

の
幅
広
い
御
要
望
に
お
応
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
本
館
に
な
い
航
空
写
真

の
所
在
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
探
す
こ

と
の
で
き
る
方
法
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
の
で
、
御
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
航
空
写
真
を
収
め
た
「
航

空
写
真
集
」
の
よ
う
な
本
が
、
国
内
の
図

書
館
に
あ
る
か
ど
う
か
、
各
館
の
蔵
書
検

索
サ
イ
ト
を
使
っ
て
調
べ
る
方
法
で
す
。

た
と
え
ば
、
納
本
制
度
に
よ
り
、
国
内
の

出
版
物
を
網
羅
的
に
収
集
し
て
い
る
国

立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
検
索
で
は
、「
件

名
」
に
「
航
空
写
真
」
と
入
力
し
て
検
索

す
る
と
、
航
空
写
真
集
等
の
書
誌
・
所
蔵

情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
撮
影
の
対
象
地

域
や
時
期
は
、
書
名
や
出
版
年
等
か
ら
あ

る
程
度
判
断
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
情
報

を
基
に
、
最
寄
り
の
図
書
館
の
蔵
書
検
索

サ
イ
ト
を
利
用
し
て
、
所
蔵
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。
な
お
、
本
県
を
は
じ

め
、
県
内
図
書
館
横
断
検
索
シ
ス
テ

ム
を
利
用
で
き
る
自
治
体
も
あ
り

ま
す
。

　

続
い
て
、
航
空
写
真
そ
の
も
の

を
探
し
た
り
、
閲
覧
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
サ
イ
ト
を
い
く
つ

か
御
紹
介
し
ま
す
。
国
土
交
通

省
国
土
計
画
局
が
提
供
し
て
い

る
「
航
空
写
真
画
像
情
報
所
在
検

索
・
案
内
シ
ス
テ
ム
」
は
、
国
や

自
治
体
が
保
有
し
て
い
る
航
空
写

真
を
検
索
で
き
、
写
真
自
体
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
他
に
、
同
じ
く
国
土

交
通
省
国
土
計
画
局
が
提
供
し
て

い
る
「
国
土
情
報
ウ
ェ
ブ
マ
ッ
ピ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
」
や
、
国
土
交
通
省
国

土
地
理
院
が
提
供
し
て
い
る
「
国
土

変
遷
ア
ー
カ
イ
ブ
・
空
中
写
真
閲
覧
シ
ス

テ
ム
」
が
あ
り
、
戦
後
の
写
真
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
紹
介
し
た
各
サ

イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
記
載
は
省
略
し
ま
し

た
。）

県の魚　クルマエビ

公
文
書
管
理
法
と
公
文
書
館
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本
館
は
、
愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー
の
七

階
（
閲
覧
室
、
展
示
室
等
）
と
八
階(

事

務
室)

に
あ
り
ま
す
。
場
所
は
、
県
庁
舎

に
隣
接
し
、
地
下
鉄
名
城
線
「
市
役
所
」

駅
か
ら
徒
歩
二
分
と
立
地
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

本
館
の
自
慢
は
、
収
蔵
し
て
い
る
数
々

の
歴
史
的
価
値
あ
る
公
文
書
、
古
文
書
等

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
窓
か
ら
見
え
る
す

ば
ら
し
い
景
色
も
そ
の
一
つ
で
す
。
西
を

見
ま
す
と
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
前
に
位
置
す

る
県
下
一
、二
の
高
さ
を
誇
る
二
つ
の
ビ

ル
、
白
い
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
の
Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト

ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ
と
駅
前
の
新
し
い
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
ェ
ア
が
遙

か
鈴
鹿
山
脈
を
背
景
に
、
天
に
向
か
っ
て

凜
と
そ
び
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ

り
す
ば
ら
し
い
の
は
、
間
近
に
名
古
屋
城

の
優
美
な
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
名

古
屋
城
と
言
え
ば
金
の
鯱(

し
ゃ
ち
ほ
こ)

で
す
。
天
守
閣
の
緑
青
色
の
屋
根
に
金
の

鯱
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
す
。

　

鯱
は
北
が
雄
で
南
が
雌
、
建
造
当

時
の
鯱
は
、
雄(

雌
は
少
し
小
さ
い)

で

は
髙
さ
八
尺
五
寸(

約
二
．
六
メ
ー
ト

ル)

、
長
さ
六
尺
三
寸
五
分(

約
一
．
九

メ
ー
ト
ル)

、
使
用
し
た
金
の
量
は
、

大
判
で
千
九
百
四
〇
枚
（
小
判
で

一
万
七
千
九
百
七
十
五
両
）、
慶
長
金
で

造
ら
れ
、
純
度
が
高
く
光
輝
が
強
い
こ
と

か
ら
、
南
方
一
里
を
通
る
東
海
道
や
佐
屋

街
道
、
美
濃
街
道
の
旅
人
の
目
に
も
き
わ

め
て
小
さ
い
な
が
ら
黄
金
の
光
が
望
見
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
名
古
屋
城
の
歴
史
は
、
徳

川
家
康
が
清
須
城
遷
府
を
決
意
し
、
慶
長

十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
軍
事
的
・
政
治

的
要
衝
の
地
、
名
古
屋
に
築
城
す
る
こ
と

を
命
じ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
翌
慶
長

十
五
年
に
工
事
に
着
手
、
慶
長
十
七
年
に

天
守
閣
が
完
成
、
慶
長
十
九
年
、
大
阪
冬

の
陣
の
直
前
に
城
郭
と
し
て
完
成
し
ま
し

た
。
し
か
し
、昭
和
二
十
年
五
月
十
四
日
、

爆
撃
に
よ
っ
て
天
守
閣
を
始
め
城
の
ほ
と

ん
ど
が
焼
失
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
戦
後
の
混
乱
期
が
過
ぎ
る
と

郷
土
の
シ
ン
ボ
ル
と
親
し
ま
れ
た
名
古
屋

城
を
再
建
し
た
い
と
の
世
論
が
高
ま
り
、

愛
知
県
知
事
、
名
古
屋
市
長
、
名
古
屋
商

工
会
議
所
会
頭
が
発
起
人
と
な
り
昭
和

三
十
二
年
六
月
に
「
名
古
屋
城
再
建
後
援

会
」
が
設
立
さ
れ
、
資
金
面
か
ら
名
古
屋

城
再
建
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

こ
の
後
援
会
事
務
局
の
庶
務
の
大
役
を
任

さ
れ
た
の
が
、愛
知
県
総
務
部
文
書
課（
現

「
法
務
文
書
課
」）で
し
た
。
公
文
書
館
は
、

法
務
文
書
課
が
所
管
す
る
公
の
施
設
で
あ

り
、
法
務
文
書
課
長
が
館
長
を
兼
任
し
て

い
る
今
日
、
日
々
優
美
な
姿
を
私
た
ち
に

見
せ
て
く
れ
る
名
古
屋
城
に
、
何
か
の
縁

を
感
じ
ま
す
。

　

本
館
の
明
治
期
県
庁
文
書
の
中
に
、

「
従
軍
紀
章
受
領
者
遺
族
取
調
書
」（
明
治

二
十
九
年
〜
明
治
三
十
年
）
と
い
う
簿
冊

が
あ
り
ま
す
。
明
治
二
十
九
年
陸
軍
省
訓

令
甲
第
一
号
に
基
づ
く
簿
冊
で
す
。
明
治

二
十
七
・
八
年
戦
役
（
日
清
戦
争
）
で
の

戦
死
者
に
つ
い
て
、
郡
市
ご
と
に
詳
細
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
読
ん
で
驚

く
の
は
病
死
者
の
多
さ
で
す
。
陸
軍
の
戦

死
者
は
、
戦
傷
に
よ
る
死
亡
者
を
入
れ
て

も
従
軍
死
亡
者
全
体
の
二
割
程
度
で
す
。

「
病
ニ
ヨ
リ
死
」「
疾
病
ニ
ヨ
リ
死
亡
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
数
が
圧
倒
的
に
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
同
様
の
こ
と
は
、「
軍

人
葬
儀
一
件
書
綴
」（
明
治
二
十
八
年
）

に
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
「
病
」
の
多
く
が
脚
気
病

で
し
た
。
当
時
、
脚
気
の
原
因
は
解
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

海
軍
で
は
、
明
治
十
六
年
遠
洋
航
海
に

お
い
て
軍
艦
「
龍
驤
」
の
乗
員
三
七
八

名
中
一
六
九
名
が
脚
気
に
か
か
り
、
内

二
十
三
名
が
死
亡
す
る
事
態
が
生
じ
ま
し

た
。
英
国
留
学
か
ら
帰
国
し
た
海
軍
軍
医

高
木
兼
寛
は
、
そ
の
原
因
が
白
米
中
心
の

食
事
に
あ
る
と
推
測
し
、
翌
年
同
じ
航
路

で
パ
ン
・
牛
乳
・
魚
・
肉
・
野
菜
に
よ
る

兵
食
を
試
み
、
脚
気
病
患
者
ゼ
ロ
と
い
う

結
果
を
得
ま
し
た
。
彼
は
脚
気
の
原
因
が

白
米
に
あ
る
と
確
信
し
、
生
涯
兵
食
の
改

善
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
陸
軍
は
、
ド
イ
ツ
医
学
を
学
ん

だ
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
を
中
心
に
、
脚
気

病
の
原
因
は
細
菌
に
よ
る
と
主
張
し
て
譲

ら
ず
、
白
米
中
心
の
兵
食
を
改
め
な
か
っ

た
結
果
、
日
清
・
日
露
の
両
戦
争
で
は
脚

気
病
に
よ
る
多
く
の
死
者
を
出
し
ま
し

た
。
海
軍
で
は
両
戦
争
に
お
け
る
脚
気
患

者
は
、
皆
無
に
等
し
い
状
態
で
し
た
。

　

当
時
の
日
本
医
学
界
は
、
ド
イ
ツ
医
学

が
主
流
で
し
た
。
英
国
で
学
ん
だ
高
木
兼

寛
の
説
は
、
彼
の
存
命
中
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
欧
米
で
は
高
く
評
価
さ

れ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
発
見
の
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
一
件
は
、
日
本
の
閉
鎖
性
を
示
す

事
例
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。（
参
考
図
書
吉
村
昭
『
白
い
航
跡
』）

公
文
書
館
あ
れ
こ
れ

明
治
期
の
県
庁
文
書
か
ら

公文書館から見る名古屋城

県の木　ハナノキ
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レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

Ｑ　

大
正
時
代
に
選
定
さ
れ
た
と
い
う

「
愛
知
県
歌
」
の
正
確
な
歌
詞
が
知

り
た
い
の
で
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

大
正
時
代
に
選
定
さ
れ
た
愛
知
県

歌
に
つ
い
て
県
史
、
教
育
史
、
新
愛

知
新
聞
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
を

見
ま
し
た
が
、
該
当
す
る
内
容
の
も

の
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

た
だ
、
大
正
七
年
一
月
発
刊
の

「
愛
知
教
育
雑
誌
三
六
二
号
（
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）」
に
、（
一
）愛
知
県

教
育
会
が
愛
知
県
歌
を
懸
賞
募
集
し

た
こ
と
。（
二
）応
募
点
数
が
六
十
二

篇
あ
っ
た
こ
と
。（
三
）文
学
博
士
上

田
萬
年
氏
に
選
定
を
乞
う
た
こ
と
。

（
四
）審
査
の
結
果
、
当
選
該
当
作
品

が
な
か
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
選
外

で
あ
る
が
佳
作
作
品
が
三
編
「
愛
知

県
歌
審
査
発
表
」
と
し
て
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
同
誌
に
は
応
募
愛
知
県
歌

の
成
績
不
十
分
に
よ
り
、
愛
知
県
歌

の
作
製
を
上
田
萬
年
先
生
に
依
頼
し

た
と
の
記
事
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
の
経
過
や
結
果
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。

　
　

な
お
、
現
在
の
「
愛
知
県
民
の

歌
」
は
、
昭
和
二
十
五
年
第
五
回
国

民
体
育
大
会
愛
知
県
開
催
に
あ
わ
せ

て
、
一
〇
七
三
点
の
応
募
の
中
か
ら

選
定
、
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

N

■県体育館

■国立病院機構
　名古屋医療
　センター

市役所市役所
西庁舎

県庁西庁舎
市役所駅

県庁

至清水口

地
下
鉄
名
城
線

至栄

愛知県公文書館
愛知県自治センター

7階

利 用 案 内

◆ 交 通 機 関
地下鉄名城線「市役所」下車　5番出口
市バス・名鉄バス（基幹バス）「市役所」下車

◆ 開 館 時 間
午前9時～午後5時

◆ 休 館 日
土曜日・日曜日・整理期間（春季10日以内）
国民の祝日・年末年始（12月28日～ 1月4日）

◆ 利 用 方 法
・資料の閲覧は無料です。
・閲覧をする場合は、備え付けの「閲覧票」
に所定の事項を記入の上、受付に提出して
ください。
・所蔵資料の複写にも応じています。（有料）
  ただし、一部複写できないものがあります。
・館外貸出は行っておりません。

◆ 展 　 　 示
展示室では常設展や毎年テーマを定めた企画
展を開催し、所蔵資料等の展示を行っています。

ホームページアドレス　　http://www.pref.aichi.jp/kobunshokan/

▽
愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り
第
十
五
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
読
み
や
す
く
親
し
み

や
す
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
記
事
や

文
字
の
大
き
さ
に
配
慮
し
ま
し
た
。

▽
来
年
二
月
初
旬
か
ら
三
月
末
に
か
け
て

新
収
蔵
資
料
展
を
開
催
し
ま
す
。
錦
絵

等
の
目
で
見
て
楽
し
め
る
資
料
を
御
紹

介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
御
来
館
く
だ
さ
い
。

▽
本
館
初
め
て
の
古
文
書
講
座
が
、
十
月

二
十
九
日
を
皮
切
り
に
十
一
月
十
二

日
、
二
十
六
日
と
三
回
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
希
望
者
が
多
く
、
古
文
書
に

対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

内
容
は
、
本
館
所
有
の
近
世
古
文
書
の

解
読
と
解
説
及
び
毛
筆
に
よ
る
古
文
書

の
書
き
写
し
で
し
た
。
参
加
者
は
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
、
充
実
し
た
講
座
に
な

り
ま
し
た
。

愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り　

第
十
五
号

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日

編
集
発
行　

愛
知
県
公
文
書
館

　

〒
四
六
〇

〇
〇
〇
一

　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
二

三

二

　

愛
知
県
自
治
セ
ン
タ
ー
内

　

電　

話
〇
五
二
（
九
五
四
）
六
〇
二
五

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二
（
九
五
四
）
六
九
〇
二

　

電
子
メ
ー
ル

　
　
　

kobunshokan@
pref.aichi.lg.jp

編
集
後
記
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